
推
進
派
で
し
た
が
、
い
ま
だ
に
残
念
で
な

り
ま
せ
ん
）
住
所
は
由
利
郡
を
由
利
本
荘

市
に
変
え
る
だ
け
で
郵
便
番
号
等
他
に

変
更
箇
所
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ラ
ベ
ル
や

裏
張
り
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
等
全
て
の
住
所

表
示
を
変
更
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
大
変

な
状
態
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
（
在
庫
の

ラ
ベ
ル
や
変
更
経
費
は
誰
が
…
誰
も
心

配
し
て
く
れ
ま
せ
ん
よ
ね
…
） 

 

ま
だ
次
女
の
受
験
が
終
わ
っ
て
お
り

ま
せ
ん
の
で
、
も
う
し
ば
ら
く
緊
張
の

日
々
が
続
き
ま
す
が
…
？
益
々
精
進
し

て
参
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
愛
顧
の
程
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

「
合
併
直
前
の
矢
島
か
ら
」 

代
表
取
締
役
社
長 

大
井
建
史 

  

暖
冬
と
思
わ
れ
た
今
年
の
冬
は
、
一
月

半
ば
か
ら
数
十
年
ぶ
り
の
大
豪
雪
と
な

り
、
酒
蔵
の
圧
壊
防
止
の
た
め
の
除
排
雪

に
、
大
変
な
労
力
を
費
や
し
て
お
り
ま

す
。
農
家
の
作
業
小
屋
や
建
設
会
社
の
車

庫
の
圧
壊
の
ニ
ュ
ー
ス
の
中
、
本
日
（
三

月
二
日
）
も
危
険
な
個
所
が
増
え
た
為
、

今
年
三
度
目
と
な
る
全
社
員
で
の
重
機

も
使
用
す
る
除
排
雪
作
業
と
な
り
ま
し

た
。
（
も
ち
ろ
ん
毎
日
除
雪
作
業
は
し
て

お
り
ま
す
が
…
）
三
月
に
こ
の
様
な
作
業

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
い
く

ら
雪
国
秋
田
で
も
異
常
な
事
で
す
し
、
こ

れ
で
気
温
が
上
が
り
ま
す
と
一
挙
に
雪

が
重
く
な
り
、
建
物
の
圧
壊
や
屋
根
の
軒

の
損
壊
に
つ
な
が
り
ま
す
。 

二
月
二
十
七
日
に
は
花
酵
母
研
究
会
の

酒
蔵
見
学
研
修
で
、
中
田
先
生
を
始
め
と

す
る
会
員
の
皆
さ
ん
が
弊
蔵
に
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
が
、
そ
の
際
も
夕
方
か
ら

大
雪
で
視
界
不
良
と
な
り
、
雪
の
多
さ
と

猛
威
に
度
胆
を
抜
か
れ
た
様
で
し
た
。 
 

そ
ん
な
中
、
二
月
の
四
週
目
か
ら
昨
日

に
か
け
て
今
年
の
大
吟
醸
の
上
槽
が
無

事
終
了
致
し
ま
し
た
。
杜
氏
曰
く
「
ね
ら

い
通
り
に
行
き
ま
し
た
。
」
と
の
事
で
す

が
、
今
年
の
杜
氏
の
ね
ら
い
は
当
た
っ
て

い
る
の
か
外
し
て
い
る
の
か
？
皆
様
に

ご
評
価
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

確
か
に
原
料
処
理
に
関
す
る
こ
の
３
年

間
の
努
力
の
結
果
、
私
共
の
理
想
と
す
る

蒸
米
に
限
り
な
く
近
づ
い
て
き
た
と
は

思
っ
て
お
り
ま
す
。
杜
氏
と
釜
屋
の
研
究

に
よ
り
甑
肌
も
完
全
に
出
な
く
な
り
、
そ

の
目
標
水
分
も
誤
差
の
範
囲
に
収
ま
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
結
果
、
味
に
幅
と

ふ
く
ら
み
が
増
し
た
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
花
酵
母
の
仕
込
み
の
研
究
や
中
田
先

生
の
お
教
え
に
よ
り
、
弊
社
は
汲
水
歩
合

が
少
な
い
造
り
で
す
が
、
追
水
の
使
い
方

が
上
手
く
な
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、

定
番
商
品
の
質
的
向
上
が
か
な
り
図
ら

れ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

二
月
十
二
日
の
蔵
開
放
へ
ご
参
加
頂

き
ま
し
た
皆
様
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
お
手
伝
い
頂
き
ま
し
た
皆
様

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
お

蔭
様
で
千
四
百
人
を
超
え
る
方
々
に
お

越
し
頂
き
ま
し
た
。
何
か
と
対
応
不
足
や

不
手
際
・
失
礼
が
あ
っ
た
か
と
存
じ
ま
す

が
、
日
頃
の
感
謝
の
気
持
ち
と
、
天
寿
の

思
い
を
お
伝
え
し
た
い
と
い
う
熱
意
で

精
一
杯
の
対
応
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
熱
意
に
免
じ
て
ご
容
赦
頂
け
れ
ば

と
存
じ
ま
す
。 

 

平
成
の
大
合
併
の
嵐
の
中
、
矢
島
藩
、

矢
島
県
、
矢
島
町
と
な
っ
て
以
来
百
十
六

年
独
立
独
歩
の
町
と
し
て
頑
張
っ
て
参

り
ま
し
た
が
、
三
月
二
十
二
日
か
ら
一
市

七
町
合
併
に
よ
る
新
市
「
由
利
本
荘
市
」

と
な
り
ま
す
。
（
私
は
市
名
「
鳥
海
市
」

天寿酒造株式会社 
〒015-0411 
秋田県由利郡矢島町城内字八森下117 
TEL 0184-55-3165   FAX 0184-55-3167 

http://www.tenju.co.jp  
  第33号  2005年3月号 

雪室氷点熟成 純米生酒 
 解禁日決定４月２８日 

  

“2005雪室氷点熟成 純米生酒発表会” 
同日の夕刻より“2005雪室氷点熟成 純米生酒発表会”
と題し、秋田県内数個所の料飲店で同時開催する予定
です。 皆様と一緒に今年の雪室氷点熟成酒と各店の
自慢料理を味わいながら、雪室の解禁を祝うパー
ティーにしたいと思います。是非ご参加ください。 

※詳細は後日、HP等で発表させて頂き
ます。 

 ご意見、ご感想をおきかせください。 
日本酒についてもっと知りたい方、天寿についての情報を
知りたい方、ご連絡をお待ちしております。 

●E-ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ  ･･････ tenju@chokai.ne.jp 
●ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｱﾄﾞﾚｽ････http://www.tenju.co.jp 
●ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ ････････0120-50-3165 
●F A X ･･････････ 0184-55-3167 

★蔵見学希望の方は、準備等の都合がございますので事 

  前にご連絡下さい。 
 

★蔵元通信（2ヶ月に1度奇数月に発行予定）希望の方は 

 ご連絡下さい。無料 
 

★メールマガジン（天寿情報）希望の方は、E-ｍailで 

雪室氷点熟成 純米生酒 

720ml 1,365円 (税込） 
すっかり春の風物詩となりました、天
寿自慢の酒米研究会産美山錦で仕込ん
だ雪室純米酒。低温でじっくり熟成さ
せる事により、今年もとろりとした丸
みのある、春の生酒に仕上がっている
ものと期待しております。 

只今熟成中!! 

“限定２５００本！ 本日より事前予約を開始！  
2月12日の天寿蔵開放の日に生酒のまま雪室に封印し、
氷温で静かに熟成させてきた天寿の“雪室氷点熟成 純
米生酒”を、鳥海山の麓も新緑を迎える季節4月28日に、
雪室を開きます。限定2500本ですので、本日より事前予
約を開始させて頂きます。お早めにご予約ください。 
 
※４月２８日 雪室開封 10：00 
 試飲販売 10：15～12：00まで 
今年は趣向を変えて、駅前イベントとしてではなく天
寿酒造として、雪室開封を皆様とお祝いしたいと思い
ます。もちろん当日は、今年の雪室酒の出来ばえをお
確かめ頂く為、試飲即売会を行います。 
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Ｎ
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「
な
ま
は
げ
」
六
本
木
店 

三
月
一
日
オ
ー
プ
ン 
 

築
百
二
十
年
の
民
家
を

移
築
し
た
座
敷
や
Ｂ
Ｇ

Ｍ
に
秋
田
民
謡
、
毎
日

行
わ
れ
る
迫
力
の
な
ま

は
げ
シ
ョ
ー
な
ど
、
秋

田
の
ぬ
く
も
り
を
体
感

で
き
ま
す
。
食
も
秋
田

名
物
「
き
り
た
ん
ぽ
」

「
比
内
地
鶏
」
「
ハ
タ

ハ
タ
」
「
七
代
佐
藤
養

助
稲
庭
う
ど
ん
」
な
ど

産
地
直
送
の
食
材
を
メ

イ
ン
に
し
た
郷
土
料
理

を
堪
能
で
き
ま
す
。
お
酒
は
秋
田
の
蔵
元
す

べ
て
あ
り
ま
す
が
、
「
天
寿
」
か
ら
は
タ
イ

プ
の
異
な
る
５
種
類
が
揃
っ
て
い
ま
す
。
是

非
飲
み
比
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。 

住 
 

所 

東
京
都
港
区
六
本
木
３-

13-

12 
 
 
 
 
 

エ
ル
サ
ビ
ル
２
Ｆ 

Ｔ

Ｅ

Ｌ   

０
３-

５
４
１
０-

０
０
１
２ 

営
業
時
間 

月
〜
土
18
時
〜
５
時 

 
 
 
 

日
・
祝
18
時
〜
23
時
30
分 

無
休 

Ｕ
Ｒ
Ｌ 

http://w
w

w
.hy-japan.com

 
 
 
 

      /ginza_nam
ahage/ 

お 酒 の 

NEWS 

 

大
吟
醸
「
鳥
海
」 

 
 

し
ぼ
り
た
て
に
ご
り
生
酒 

《
三
月
十
八
日
発
売
》 

 
 

 

天
寿
の
酒
蔵
で
は
杜
氏
の
下
、
大
吟
醸

酒
も
搾
り
終
わ
り
、
そ
の
出
来
ば
え
に
安

堵
感
や
達
成
感
が
ひ
ろ
が
っ
て
い
ま
す
。

ご
好
評
に
お
応
え
し
て
今
年
も
大
吟
醸

「
鳥
海
」
し
ぼ
り
た
て
に
ご
り
生
酒
を
限

定
発
売
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
今
年
も
う
す

に
ご
り
の
出
荷
と
な
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
こ

の
機
会
に
大
吟
醸
の
旬
の
味
を
ご
賞
味
下

さ
い
。 

尚
、
３
０
０
本
限
定
出
荷
で
ご
ざ
い
ま
す

の
で
、
誠
に
勝
手
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
ご

注
文
は
先
着
順
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

大吟醸｢鳥海｣ 
しぼりたてにごり生酒 

720ml 
2,993円（税込） 

限 定 300本 

＋3.0 
1.3 
0.9 
AK-1  
16.0～16.9 
35％   
山田錦100％ 

● 日 本 酒 度 
● 酸    度 
● ア ミ ノ 酸 
● 使 用 酵 母 
● ｱ ﾙ ｺ ｰ ﾙ 分  
● 精 米 歩 合 
●原  料  米 

秋
田
の
お
ば
ん
ざ
い
と
う
ま
い
酒 

「
き
り
た
ん
ぽ
」 

米
俵
を
か
た
ど
っ

た
提
灯
が
大
通
り

を
光
で
埋
め
尽
く

す
「
竿
燈
祭
り
」

を
テ
ー
マ
に
し
た

郷
土
料
理
ダ
イ
ニ

ン
グ
が
二
月
一
日

銀
座
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
秋
田

の
古
民
家
を
活
か

し
た
こ
だ
わ
り
の

店
内
で
、
秋
田
の

料
亭
「
九
重
」
の
新
鮮
素
材
で
作
る
お
ば

ん
ざ
い
と
秋
田
男
鹿
半
島
に
伝
わ
る
幻
の

石
焼
き
料
理
を
一
日
十
品
限
定
で
提
供
し

て
い
る
ほ
か
、
比
内
地
鶏
の
備
長
炭
焼
き

や
き
り
た
ん
ぽ
鍋
を
堪
能
で
き
ま
す
。
お

酒
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
中
で

も
「
天
寿
」
の
お
燗
が
お
す
す
め
で
す
。 

住 
 

所 

東
京
都
中
央
区
銀
座
２-

６-

９ 

 
 
 
 

  

ジ
ブ
ラ
ル
タ
生
命
銀
座
ビ
ル
９
Ｆ 

Ｔ

Ｅ

Ｌ   

０
３-

３
５
３
８-

６
０
９
９ 

営
業
時
間 

月
〜
土
17
時
〜
23
時
30
分 

 
 
 
 
 

日
・
祝
17
時
〜
23
時 

無
休  

Ｕ
Ｒ
Ｌ 

http://w
w

w
.hy-japan.com
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◆

◆

◆

◆

天

寿

の

飲

め

る

店

◆

◆

◆

◆ 

時
代
は
戦
後
復
興
期
で
あ
り
、
木
材
の

需
要
は
う
な
ぎ
昇
り
に
上
が
っ
た
。
東

京
木
場
の
秋
田
材
の
問
屋
か
ら
の
引
き

合
い
も
始
ま
り
、
度
々
の
設
備
投
資
に

伴
い
生
産
量
も
急
速
に
増
え
、
四
十
年

代
の
ピ
ー
ク
時
に
は
杉
専
門
の
一
般
製

材
と
し
て
年
間
二
万
五
千
石
を
こ
な
す

迄
に
な
っ
た
。
そ
の
頃
は
本
業
の
酒
造

業
も
成
長
期
に
あ
り
、
工
場
建
物
の
増

改
築
建
築
材
の
提
供
、
資
金
面
や
人
的

な
応
援
な
ど
は
本
業
の
発
展
に
大
き
な

力
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の

後
、
製
材
業
を
囲
む
経
済
環
境
は
急
速

に
変
化
、
外
材
の
輸
入
拡
大
、
建
築
の
非

木
質
化
な
ど
に
よ
る
需
要
の
減
退
は
、

容
赦
な
く
零
細
工
場
を
窮
地
に
追
い
込

ん
だ
。
最
盛
期
に
は
矢
島
町
だ
け
で
も

十
指
を
超
え
る
製
材
所
が
あ
り
、
木
材

産
地
を
形
成
し
て
い
た
が
、
次
々
に
撤

退
、
平
成
十
年
に
は
当
社
と
も
う
一
社

の
二
社
の
み
と
な
っ
て
い
た
。
当
社
も

市
場
悪
化
に
耐
え
切
れ
ず
、
工
場
を
任

せ
て
い
た
役
員
の
老
齢
化
も
あ
っ
て
遂

に
十
月
一
日
を
も
っ
て
撤
退
を
決
議
、

丁
度
五
十
年
に
亘
る
営
業
を
閉
じ
た
の

で
あ
る
。 

 

五
代
目
は
酒
造
業
の
み
な
ら
ず
地
域

の
政
治
経
済
に
大
き
な
足
跡
を
刻
み
、

子
孫
の
我
々
に
も
強
い
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
。 

 

五
代
目
永
吉
の
飛
躍
そ
の
六 

 
 
 
 

 

代
表
取
締
役
会
長 

 
 
 
 
 

   

六
代
目 

大
井 

永
吉 

  

五
代
目
は
旧
制
本
荘
中
学
校
の 

 

六
期
卒
業
生
だ
が
、ス
ポ
ー
ツ
は
柔
道
、

剣
道（
撃
剣
と
父
は
言
っ
て
い
た
）野
球

と
、
な
ん
で
も
や
っ
た
よ
う
だ
。
特
に

ボ
ー
ト
は
対
校
試
合
の
選
手
で
、
当
時

（
明
冶
四
十
年
代
）
は
秋
田
中
学
と
の

定
期
戦
の
み
だ
っ
た
よ
う
だ
が
、
レ
ー

ス
に
勝
っ
た
時
の
記
念
か
優
勝
旗
を
立

て
た
ク
ル
ー
の
誇
ら
し
げ
な
顔
の
写
真

が
残
っ
て
い
る
。 

本
荘
高
校
の
ボ
ー
ト
は
学
校
創
立
と
共

に
端
艇
部
と
し
て
創
部
さ
れ
た
校
技
と

言
わ
れ
る
伝
統
ス
ポ
ー
ツ
で
、
全
国
優

勝
も
数
多
く
全
国
に
そ
の
名
が
知
ら
れ

て
い
る
。
私
も
本
荘
高
校
で
オ
ー
ル
を

握
り
、京
都
国
体
に
出
場
、私
の
三
男
仁

史（
現
天
寿
酒
造
常
務
）も
ま
た
本
荘
高

校
で
艇
に
乗
り
国
体
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

に
出
場
し
た
三
代
に
亘
る
ボ
ー
ト
マ
ン

家
系
で
あ
る
。
そ
の
故
で
、
本
荘
高
校

ボ
ー
ト
百
周
年
の
式
典
で
親
子
三
代
表

彰
の
栄
誉
を
受
け
て
い
る
。 

 

五
代
目
は
ま
た
リ
ー
ダ
ー
の
資
質
に

富
み
、
中
学
時
代
軍
事
教
練
で
全
校
が

二
つ
に
別
れ
て
の
模
擬
戦
争
で
一
方
の

大
将
と
な
り
、
作
戦
か
ら
攻
撃
ま
で
を

創業130周年 
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指
揮
し
て
勝
利
し
た
話
や
、
家
業
に
つ

い
て
か
ら
は
消
防
の
小
頭
を
や
る
な

ど
、
若
い
こ
ろ
か
ら
地
域
の
リ
ー
ダ
ー

で
あ
っ
た
こ
と
を
聞
か
さ
れ
て
い
る
。

昭
和
十
二
年
、
四
十
四
歳
で
推
さ
れ
て

町
議
会
議
員
に
当
選
、
以
来
連
続
八
期

三
十
年
間
総
務
委
員
長
、
副
議
長
な
ど

を
歴
任
、
最
後
の
二
期
は
議
長
と
し
て
、

国
鉄
矢
島
線
開
通
、
矢
島
中
学
校
創
立
、

矢
島
町
消
防
団
常
備
部
設
置
、
鳥
海
山

国
定
公
園
指
定
、
上
水
道
の
設
置
、
県
立

矢
島
高
校
の
誘
致
や
国
道
１
０
８
号
線

の
実
現
な
ど
に
携
わ
り
町
の
発
展
、
近

代
化
に
貢
献
し
た
。「
町
が
発
展
し
な
け

れ
ば
会
社
の
発
展
も
な
い
」
が
信
条

だ
っ
た
。 

 

五
代
目
は
戦
後
、
極
端
な
食
糧
難
で

酒
造
も
規
制
・
減
石
さ
れ
た
時
期
、
酒
造

業
だ
け
で
は
生
活
も
苦
し
く
、
ま
た
復

員
し
て
く
る
従
業
員
の
た
め
に
も
、
他

に
事
業
を
求
め
て
悩
ん
だ
末
、
地
域
か

ら
原
料
を
調
達
で
き
、
初
期
投
資
が
少

な
く
て
始
め
ら
れ
る
製
造
業
と
し
て
製

材
業
を
選
び
、
昭
和
二
十
四
年
隣
接
の

敷
地
に
工
場
を
建
て
、
大
井
製
材
所
を

創
業(

三
十
二
年
株
式
に
改
組
、
社
長
に

就
任
、
専
務
に
私
が
就
任)

し
た
。
最
初

は
自
分
の
持
ち
山
か
ら
木
を
切
り
出
し

て
製
材
技
術
を
向
上
さ
せ
な
が
ら
次
第

に
販
路
も
広
げ
て
い
っ
た
。 


